＜記念講演講師紹介＞

歌人の福島泰樹氏をお迎えできることになりました。

経歴等は、大会冊子に御本人にお願いしたプロフィールを載せておりますので、それを御覧戴きたいと思います｡

付け加えるならば、二十数冊の歌集、１００冊ほどの著作を著している「現役」真っ直中にいる文学者であり、聞く人の心を揺さぶってやまない「短歌絶叫コンサート」の発明者であると共に（今日は、御講演の後半で、「短歌絶叫コンサート」をしてくださるそうです。）、御住職として、文学との裂け目を凝視しながら、人間の生死を見つめ、ボクシング体験ではチャンピオンシップのセコンドまで勤め、そのボクシング体験が絶叫コンサートの身のこなしにまで影響を与えているほどの深い体験をされる等、実に多彩な人生体験を生きておられます。

本年発刊された『もっと電車よ、真面目に走れ』は、この氏の代表作の一つであり、多くの人が愛唱している「二日酔いの無念極まるぼくのためもっと電車よ　まじめに走れ」から取られている書名ですが、氏の経歴が記されております。全頁、氏が、どのように真っ向から人生に体当たりしているかを記して余すところがありません。

若くして亡くなられた氏の若い母上への記憶。焼け跡で、チョークだと思って落書きをしていたら「ヤスキ、それは止めなさい。人間の骨ですよ。」と言われたという、母上への限りない優しさへの記憶から始まって〔「一片の骨を砕いてセメントに絵を描いているちいさな指が」、「やわらかに陽はさしているつちのうえ母さんぼくの骨どこですか」〕、本日に至る氏の生き方は、詩人清水昶に捧げた「「ヤスキさんあまり偉くならないでね」然り、曲がらず歩んできたよ」の通りのものではなかったかと存じます。
これから、氏の烈しく、根源的な問いに充ちた言葉の数々が披瀝されると思います。吾等が国際啄木学会は、いや、私は、この問題提起を受けとめることができるのか、という点において正直に言って明言する自信がありません。

息を呑むようにして、その発せられる言葉を待っているというのが、現在の実態であります。

意を尽くしませぬ御紹介でありますが、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

